












































We applied for science collaboration teacher program in Ministry of Education,Culture, Sports, Sci-
ence and Technology in the present study,and assistances of experiment observations were performed at
 
the elementary school of Wakayama prefecture. It introduces about these examples of practices.
表１ 実施した小学校と実験タイトルについて
表２ 上洞、城山小学校で実施した実験内容









































































小 学 校 実 験 内 容
城山小学校 気体の性質、窒素、酸素、水素、二酸化炭素
酸性、中性、アルカリ性とは
重そうとクエン酸の反応
二酸化炭素の発生
シャボン玉を浮かべる
手のひらを使った重そうとクエン酸の反応
シャボン玉を浮かべる実験
橋本市立城山小学校（2009.12.3）
理科支援員等配置事業による活動と地域貢献について
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３．理科支援員の実践例
2011年度に和歌山市立雄湊小学校で実施した理科支
援員の活動を表５にまとめた。基本的な活動は授業の
実験補助であり、毎週小学校に出かけ実施した。
今回の授業では、教科書に載っている実験内容が中
心であるが、一度だけ発展学習として支援員である著
者が身近な植物色素を使ったアンモニアの噴水実験を
試みた。この実践例は子どもたちに、とても好評であ
り、大変有意義な機会であったと思われる。今後も、
ぜひこのような地域活動に参加していきたいと思って
いる。
本研究は、文部科学省理科支援員等配置事業の補助
を受けて実施したものである。
また、本実践を行うにあたり、和歌山県小学校教諭
藏光好美先生、堂本三恵子先生、原田眞栄先生に大変
お世話になりました。
表５ 理科支援員として実施した活動内容について
（和歌山市立雄湊小学校、2011-2012）
学年 実験補助の内容
小５ 単元『メダカのたんじょう』で、双眼実体顕微、光学顕
微鏡の使い方を説明した。その後、メダカの卵、タンポ
ポの綿毛、椿の葉、ミジンコ、植物性の微生物などの観
察方法を指導、支援した。
小５ 単元『花から実へ』で、カボチャの雄花、雌花について
説明するため、光学顕微鏡により写真を撮影し、カボ
チャの雄花、雌花の拡大写真を準備した。
小５ 単元『雲と天気の変化』で、天気について生徒からの質
問に答える形式で説明を行った。
小５ 単元『もののとけ方』で、ミョウバンの再結晶を行い、
大型のミョウバン再結晶を作製、準備した。また、ミョ
ウバンと食塩の水への溶け方を、温度を変えて調べる実
験で補助を行った。
小６ 単元『ものの燃えるはたらき』で、酸素、二酸化炭素ガ
スボンベを用いて気体の収集方法（水上置換法）につい
て説明し、集めた気体の性質を調べる方法（火のついた
線香を近づける。）を指導、支援した。
小６ 単元『ヒトや動物の体のつくりとはたらき』で、植物に
デンプンがあるか確認するためのヨウ素デンプン反応
について予備実験を行った。さらに、だ液による食べ物
の変化についてデンプン＋だ液の入った試験管と、デン
プンのみが入った試験管をお湯につけ、ヨウ素液を用い
てデンプンの有無を確認する予備実験を行った。
小６ 単元『水よう液の性質』で、使用する塩酸の濃度調製を
行い、水酸化ナトリウム、塩酸、食塩水の各水溶液の性
質を調べるための実験の補助を行った。さらに、塩酸、
水酸化ナトリウムによる金属の溶解を調べる実験の補
助を行った。
小６ 単元『水よう液の性質』で、二酸化炭素ガスと水の入っ
たペットボトルを振ることでペットボトルが収縮する。
この収縮するしくみについて説明した。
小６ 単元『月と太陽』で、月の満ち欠けについて光源装置、
ボールを用いて実験を行った。ボールに光を当てる光源
の位置を変えることで、月と太陽の位置関係から月の見
え方が異なることを理解する実験において補助を行った。
小６ 身近な植物色素を用いたアンモニアの噴水実験を実践
した。
小６ 単元『大地のつくりと変化』で、礫、砂、泥を分別する
実験を行った。また、火山灰を洗い、顕微鏡により、砂
と火山灰の粒子の違いを観察した。
小６ 単元『てこの規則性』で、土のう、支点、角材を用いて
実験を行った。ここで、てこの手ごたえを感じてもらい、
てこの支点、力点、作用点について説明した。てこ実験
器を使い、てこのつりあいについて支点からの距離やお
もりを変更して実験を行い、つりあう条件について考え
る授業を支援した。
小６ 単元『発電と電気の利用』で、手回し発電機の使用方法
を説明した。
身近な植物色素を用いたアンモニアの噴水実験
和歌山市立雄湊小学校６年生（2012.2.28）
和歌山大学教育学部教育実践総合センター紀要 №22 2012
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